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体が珪小になれば生存日数が短縮するということは,

恐らくvitalityの問題で,極端に怯小な個体の生存力

が正常な個体と同様にはあり得ない,ことは充分に考え

られることである.木寄生蜂の生存日数は食餌の柾類

や避皮によってかなり興り4㌧ また外界の気温その他

も大きな彫蟹をもたらすものであるが3.6㌧給餌さえ行

えば,長嶋S)のいう如く短命ではなく,その生存日数

は相当長い万である.

摘 要

1匹のモンシロチョウの幼虫に寄生するアオムシコ

マユ/ヾチの密度がいろいろと異る場合に,それから脱

出羽化する次代成虫の大きさと生存日数との関係をあ

き-らかにするために,本研兜をおこなった.産卵回数
/別に羽化した雄成虫をわけて,その各部分を測定した

結果,あさらかに回数の増加による各部の長さや幅の

減少を認めた･また生存日数も.,産卵回数の加 口にと
もなって短崩することが,明瞭に認められた.寄生否

･皮ゐ増加にともなう体形の悠小化が,生存日数と軌 ､

;関係をもっこともあさらかであった.1
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R6sum6

IUsing Apanlelesglomeratusparasiti2:ed llpOn

Pierisrapae'crucivora,theinfluences oftlld

parasitedensityinahostbodyuponthesizeand

the-longevityofresultedadultof-parasitewere

studied.

Tllelengtllandthewidthofthevariousparts

oftheadultwaspdecreaseremarkably wi山 tlle

increaseoftheparasitedensity･whichisAirapged

bythediff&enceinthemumberofattackto'host

larvae.Theserelationcanbeshownmoreclearly,

WhenthedataarearrangedintIleten Oftrue

densityofparasiteperhostbody.

The一ongevity:ofadultwaspbecomesshortwitIJ

increasing theparasitedensityper′ho毒tlarva.

Thus,払ereductioninsizeoftile･adultwasp

corre一ateswitllthelongevity.

TaxondmyandD王stt･illutionofSomeSuhterrancatIAphid9InjuriollStO thetJpland-

ricein JapatlWiLh Description of8New Species･･Tada'shiTANAtĈ (Laborat,oryof

Entomology,Facu一tyofAgrhllture,UtsunomiiaUniversity･Utsunomiya)･ReceivedNovl22, ∴
1956.BoEyu-Kagaku,22,168二176,1957,(withEnglish-resume175).

･.27･ 日本に放ける陸稲根アプラムシの種類とその分れ 田中正 (宇都宮大学 n学部 応用昆虫 ･

学教室)31.ll.T22受理
＼

謹 ん_で 森 川 忠 舌 先且 の 舌 稀 を 祝 賀 し奉 る..

r陸fEiの掛 こ寄生するアプラムシは3球知られていたが, その形態については一般に理解きれずその

差R･も明らかでなかった.こ にゝ更に1新種を記載するとともに,.既知の3位の形態分布などにつ
いて明らかにした.

僅稲の根に寄生するアブtラムシの柾矧こついては日 ることを明らかにした.その後多くの人々によって多

本で初めて発表し7このは佐々木14'で,●当時跡こ3掛 ､ 教の同軽宍名と和名が用いられ種名は混沌としていた
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が,末永187はこれらを再び3位に粒理LI:.然し,こ

れらの形態については一般に理耶されず,又その差異

も明らかにされていない.筆者は昆近この3位の外に

1軌 ､ることを発見したので,′この際4柾の形態を明

らかにすると共に現在迄に･筆者の駆認したこれらの日

本に於ける分布を述べること すゝる.

本文を串するに当り終始抑持田を貼った恩師81ll忠

吉,柴田文平両先生に探測すると共に,軽々御教示御
指導頂いた高橋良一,円田俊郎両先生,標本の同定を

して頂いた E.0.-Ess三g氏,並びに接木採班の労を -

とられた各位に御礼申し上げる.乱 本研究の訳用の

一部は員林省応用研究矧 こよったので謝意を表する.

研 究 史

佐々木14)はその著否に於て,陸稲の較アプラムシに

は ｢陸稲ノ赤府虫｣Toxoz･Eeraruff-abdoTninalis,

｢陸稲ノ式腹材虫｣SchizoneurafuZvL'obdomz'nalis,-

｢陸稲ノ黒埼虫｣S.nigrL'abdomz'nal,'Sの3車重を新種

として記載したが,これら時それぞれキビクビレアプ

ラムシ,ミズキヒラタアプラムシ,ニレノフシアプラ.

ムシに相当するものと思われるが,後2者の記載には

両者を混同した処があり明瞭でない.その後,夫氾郭

･藤井11)は赤政柾,飴色柾,白色税,茄仏様,べつ甲種

の5位を挙げたが,これは初めがキビクビレアプラム′

シ,飴色種がニレノフシアプラムシ,白色種はコナか

イガラム斗の1位の訳乱 式色椛はミズキヒラタアプ

ラムシの幼虫,べつ甲矧 ま同種の成虫を示したものと

思われる.松村10)はキビクビレアプラムシの地下捉息

型を Yamataphisoヮzae叩atsun uraとして発案し

た.掘7)はキt='クビレアプラムシが陸稲の掛こ寄生す

ることを記弓弦し,これによって麦の地上部に寄生する

ものと陸稲に寄生するものとが同一疎であることが判

った.一万,.苗楠部)は台湾:･C放て本柾がケシの茎茄や

矧 こ寄生することを記し,ホモノ科桁物以外でも矧 こ

寄生する場合のあることを示した.その後松村 o)は佐

々木14)の発去した SchLkoneura/ulvL'abdomJ'llalL's

sasaki及び S.nigrL'abdomL.nalL'ss早Sakiの2位はミ

ズキヒラタアプラムシの同種異名であることを認めた

13).末永18)は日本で従来発去きれて来た陸相根アプラ

ムシの柾塀を,キビクビレアプラムシ,ミズキヒラタ

ァプラ､ムシ及びニレノフシアプラムシの3種とした.

餌偽･田中8)らはキt='クビレアブラL,シが陸稲及び麦

斑の根に寄生し.形態的に地上部に喋息するもの.とか

-.なり異なることを述べた.末永19'は陸稲の椴アプラム

シとして前記3超が郊京地方で普皿であると述べ,田

中nJも開封地方でこの3柾が普通であることを認めた･

煎 22 巻-Ⅰ

.キビクビレアプラムシ

RhopaloslphonI,qdl'L.(1758)

本樫の学名は従来 RhopalosL'Z,7'〝m pzL'rnF'foEt'Ge

Fitchまたは R･avcnaePergandcが用いられて果

たが,こ でゝは B6rner3)､に従い前記のようにした.

本校は各種梯物に寄生し又形態変化が著しいので訳語

し易い.

無辺胎生確 (節1回) ,

(1) lT/vfE型 (普通地上部に見られる型)

休 氾lTf緑色又は淡亦純色.長卵形,短毛をm生.
-体表面に白粉をつけることがある̀.

頭部 や 氾ゝ色.翫倍は顕著でない.

複眼 荘き赤色で男色に見える.同色の限軌 ま顕著で

外方に突出.

口吻 兜肺ま中郷の基部よりや 突ゝ此

･′触角 通rb?叩 よ,りなり時に5m･ 日 以下PTl7'

也,IIIの31=黙近く及び ⅠⅤ の基部は汚式色,弛は琴

褐色.触角長は休長の約 2/3.刺毛を出生.触角の先
Er'utは田瓦状.I,ⅠⅠは短大,ⅠⅠⅠは IV とは 周ゞ長か

又は少し長く,ⅠV は V と同長または少し長く,VI

の鞭状執 ま拡部の約 2-5倍. Ⅴ 及び ⅤⅠには各1

個の第一次感覚孔がTfLI規の位田をとある.

胸部 体と同色.

肢脚 補色で荘主節末苅ぷ及び村田は決T̂l色.多数の刺

毛を生ず.

戯部 休と同色で,宋臓 ま暗赤色のことが多い.

角状管 昭純色.準円筒状で先取 三田瓦状,末端は
′くびれる.

尾片 休とは 同ゞ色.準円錐帆 巾火はやゝくびれ

約3対の長毛を生ずL-3.

孤rl定 (mm) 体長210-2･2,体巾1･1,触角 1･軍0

-1.40(Ⅰ二0.08,Ⅰト 0.06,ⅠⅠⅠ-0.30,ⅠⅤ二心.19,

Ⅴ-0.17, ⅤⅠ-0.12+0.47), 口吻 0.69, 後腿幻

0.59,校E窒節 0.83,後相即0.ll,角状腎 0.28,招片
0.16.

(2) 地下按,El型 (IE常型と衰なる点を示す)∫

一体淡赤持出,淡式緑色又は正7;'T型と同色.刺毛を
枇生し正常型より長い.

ー頭部 体と同色.別宅を虹生.

触角 5節又は6臥 胴体によって左右異なる･華

刺毛を生じ多毛･ⅠⅠⅠは ⅤⅠに次いで長く,ⅠⅤはIII

の約 1/2,ⅤⅠは ⅠⅠⅠ+ⅠⅤ･に近い. '

脱却 体と同色で末机は赤色を祁fU:るこlとが多い.

,角状皆 正常型と同点又はかなり短い/ '

13'迎胎生確 (第 1図)
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Fig.1･ RhopalosiPhonpadi(Ifinne)(subterraneanform)

ApterousviviparouSfemale.A-body,B･cornicle,C･hindtarsus,E-head,F-antenna(five

segments),G･cauda.AlateviviparollSfemale.D-antenna(sixsegments),H-forewing)
(nor血al),I-hindwing,J-forewing(oncebranchedmedia)･

体 黒色,_細廼胎生雌よりや 細ゝ長く,体伽乳畷突

起は里頁著/

疏部 淡黒色又は黒色.額癌は顕著でない.

裸眼 暗赤色で黒色に近く同色の眼痔を伴う.畔限L

は顕著で3個,周囲は黒色.

口吻 中脚基部より後脚基部近くに終る.

卜触角 6節,稀に5節.T.色で ⅠⅠⅠの基部はや 淡ゝ色･
左右各環節の長さは異なる場合が多い.I,-ⅠⅠ短九 .

ⅠⅠⅠは ⅤⅠに次いで長く, ⅠV,′Ⅴ がこれにつぐ.節

二次感覚孔野は PI-12-18･ⅠⅤ-6-9,Ⅴ-0-3臥

紐 は 透ヾ明で脈と辺斑とは褐色.前地中脈は通常

2回分枝し3校となるが,時に2校のみ.･左右の辺裾

が胴陣により異なることあら.後述には申,肘派があ

ち.

胸股部 黒色,腹部背面に黒舌狂がある.

肋 濃褐色,や 細ゝ長い.

角状管 円筒形で先噂は急にくびれる･

Fa片 体と同色. 中央やゝくびれ,3-4本の毛を

生ず. ,

,179

測定 (mm).体長 1.88,体巾 0.83,触角 1.35又

は 1.24(Ⅰ-0.08,′ⅠⅠ-0･06,ⅠⅠⅠ-0.32,ⅠⅤ-0.17,

Ⅴ-0.16,ⅤⅠ-0.10+0.45, 叉は ⅠⅠⅠ-0.40, ⅠⅤ-

0.16,､V-0.08+0･43), 前超長 3･18,口吻 q･51,

後腿節 0.51; 後願節 0.94,′後尉節 0.10, 角状管

0.21,尼片 0.10. , 1＼

寄主植物 (根に寄生するもののみ)イネ,カモジグ

サ,オオムギ,コムギ,メインバ,ヒモ,ノビェ,チ

カラシバ,スズメノチッポウ.

ミズキヒラタ7プラムシ
.Anoect'acorniFabric王us

如遡胎生雌 (第2図)＼

体 黄褐色の地色に背面に黒色の斑紋があり淡黒褐

色に見える.卵形,扇平で多毛.

琵i部 体とは 同ゞ色.巾広く類癌を欠く.長毛を生

ずる.

複眼一暗赤色で黒色に見える.同色の限癌を有する.~

口吻 先端T̂.色で後脚韮部に達する.

触角 5節又は6節.ⅠⅠⅠの韮半部は式褐色,他は
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㌔
Fig.2∴ Anoeyciai:OrniFabricius

AbterousviviparollSfemale. A-body, C･antenna(sixsegments),D-head,E-cornicle,

F-cauda,G･hindtarsus.Alateviv王parousfemale.B-antenna.H-forもW王ng,Ⅰ-hindwing.

淡.tW.也.各節には長毛を密生し,I,ⅠⅠはほゞ等良,

一IIは良長,(6節のものは rv,Ⅴはは 等ゞ長), 宋･

端節の鞭状部は韮部の約 1/4.誇一次感覚孔はTl規の

位田にあり,節二次感覚孔は III-0-7,IV-0-3,

(VTO･.Ll)では 円ゞ形･

胸畷部 体と同色で背面の黒紋大.

肢脚 黒褐色,多毛.

角状腎 石毛円錐状の上にあり,極め-t短く男色.

尽け 尾坂と共に円く刺毛を密生.

測定 (mm) 体長 2.58,体巾 1.69,触角長 1.07

(Ⅰ-0.ll,ⅠⅠ-0.08,ⅠⅠⅠ-0.38,ⅠⅤ-0.13,Ⅴ一･0.16,
VIl0.ll+0.05),口吻 0.72,後腿節 0.60,後階節
1.08,後紺節 0.21,角状田直径 0.28,Fi片長 0.10.

有辺胎生雌 (節2図)～

体 淡黒色,長刺毛を生ず.

頭部 黒色,駁癌を欠き長別宅を密生す.

裡限 黒色,同色の限煩を有し,3個の蝉眼を穴う.
口吻 後脚の基部に達し末端は.tVt色.

触角 6節.短大で全長に亘ってnqt色.触角の巾よ

り長い刺毛を生ず.Ⅰ,ⅠⅠはほ 等ゞ長,IIIは放長で,

VとⅤⅠの和より長い.ⅠV とⅤ はは 等ゞ長,ⅤⅠの

去⊆部は鞭状部の約4倍.節2次感覚孔は II1-ll-16,

ⅠⅤ-2-4,V-2-3,VI-0-1では 円ゞ形,大形.

臥 準透njlで辺脈と瑚斑は黒色･申脈は2校で準半

部は消失.■径分脈の屈曲はゆるく長い.後規に2斜舵

あり.

肢脚 .黒純色.刺毛を密生.

.胸脱部 員色,下面は鮮式色.

角状皆 布毛円錐上にあり輪状.
尼片 円く多毛.

測定 (mm) 体長 1.48, E本巾 0.60, 触角 0.76

(IiO.06,Ⅰ110.08,ⅠⅠⅠ-0.29,IV10.13,V-0.ll,

Ⅴト 0.lop+0･05),口吻0.24,前班長 2.58,後避節

0.40,後旺節 0.92,後肘節 0.16.

寄主柾物 (根に寄生するもののみ)イネ,オオムギ,

らムギ,ヒエ,ノビ工,ススキ,チガヤ,カモジグサ.
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Fig.'3: BlySOCT.)少taulmiLinn卓

ApterouSviviparousfema一e.A-body,C-ant.Fnna
E-head, H-corniclgL, Ⅰ･hindtarsus,､J-cauda,

female.B-antenna,LF-forewing,G-hindwing.

メイシバ.

=レ′フシアブ′ラムシ
BJツSOCT)やLaulmiL.

太種の学名に厄従来日本では TeLraneuraulmt'L.

又は T.ulmifolE'aeBakerが用いられて来たが, こ

でゝは B8rner3)に従い前記のようにした.

却≡紐胎生雌 (第3図)､

体 淡茄褐色又は淡赤褐色.球形に近く小利毛を生

ず.体表面に白粉をつける.煩掛 ま頭部!と6個,胸部

及び腹部には各4個ある (腹部の末節2)み2個).

/頭部 黄褐色叉は赤褐色.前緑は平で筋痛を欠き刺

毛を密生.巾広い.

複眼 黒色.同色の眼宿を伴う.

口吻 先軸黒色で申後脚の韮部の中間に達する.

触角 5節時に6節.式褐色でや 長ゝい刺毛を生ず.

Ⅰは ⅠⅠより少し大,ⅠⅠⅠは ⅠV より少し短く,ⅠVが

･最大,V は IV より短い.

肢脚 淡式褐色.刺毛を密生.

胸腹部 淡茄褐色叉は淡赤褐色.

角状管 .先鍔は 褐色で短大.

Fa片 淡褐色,教本の曲った毛を生ず.

172

(six､segments),D-antenna(fivesegments),

K-waxglandenlarged.Alateviviparousl

汎定 (mm) 体長 1.･92,一体巾 1.34,触角長 0.40

(Ⅰ-0.063, ⅠⅠ-0.063, ⅠⅠⅠ-0.087, ⅠⅤ-0.126,

V一心.039+0.024),口吻 0.358/角状管 0.016,尾片

0.047,後腿節 0.43,後鰹節 0.38,後附節 0.09.
I･有趨胎生雌 .(第3図)

体 暗褐色,紡錘形.短別宅を生ず.

頭部 黄褐色文は赤褐色.小さく祝癌を欠き前縁は

わずかに円い.

裡限 男色.同色の限癌を有する.

口吻 淡n-褐色で先端Sや 淡ゝ色.,や 太ゝく中郷基部

に透す.

･触角 6節.黄褐色.Vが最長で IIIがこれに次

ど,I,ⅠⅠ,ⅠⅤ はは 等ゞ長.第二次感覚孔は輪状で大

きく,その数は ⅠⅠⅠ-ll-14,ⅠⅤ-2-4,Ⅴ-8-12

である. ､

胸脱却 暗視互,中胸に楕円形の蛸瞭あり.

＼肢脚 式場邑,腿節の基部はや 淡ゝ色.朗節は1節.

辺 超脱及び超斑は昭褐邑.径分脈はゆるく超瑞近

くに遠する.申脈は分枝せず1本で益部附近は消失.

償軌 ま由脈のみ存す.

角状管 ′暗褐乱 短く基部太い.
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Fa片 円く教本の曲った長刺毛がある.

汎定 (mm) 体長 1.80,経巾 O.65.触角長 0.60

(I-0.055, ⅠⅠ-0.055, ⅠⅠⅠ-0.197, ⅠⅤ-0.063,

V-A.165,V1-0.039+0.024), 前班長 2.78,角状
哲 0.017,FETT0.063.
寄主班物 (矧 こ寄生するもののみ)イネ,オオムギ.

コムギ,ヒエ,ノビェ,カモジグサ,エノコログす,

キ>'ェノコログサ,メイシバ,オイシ ･̂,チカラシバ,

チガヤ,シバ,スズメノチッポウ,オオアワガエt),

ヌカポ,カゼクサ,ニワホコリ,アオカモジグサ.

FondahaTukawaEIsp.nov.I
JapaneaseTiame･harukawaneaburam ushi

ApterollSViv王parollSfemale(Fig.4)

Body.-Palelemonyellow,rathershiny,ovaL

somewhatflattish,strewedwithverysllOrthairs.

Showingapatternofwaxg一and: onprothorax

atransverserowof2glands;arowofSonmeso-

andmeta-tl10rax;OneaCIlabdomina一segmenta

transverserowof6glands,excepttheapicalone,

whichhasonly2.

Head.･Darkyellow,withoutantennaltubercles,

twiceaswideaslong.

Compoundeye.-Black,ratherdeveloped,small,

butprotuberantofmanyfacets:oculartubercIe

L B

Iabsent.

Rostrum.-YeHowishbrown,-Shortand thick･

withshorthairssparsely,butrcIChingtlearly

tothirdcoxae.The]cngthoftheartic一esbc王t)gこ

Ⅰ-46.8,ⅠⅠ-441.2,ⅠⅠト124:8,ⅠⅤ･202･8(〟).

Atltenna.･Pa]eyel一owishbrown,5･or61SCgment二

ed,alittlemorethanone･quaterthelength of

body,hairy;thelengthofthearticlesbeing:

Ⅰ･0.101,Ⅰト0.116,ⅠⅠⅠ-0.188,ⅠⅤ･0.203,Ⅴ-0.160,

ⅤⅠ-0.130十0.029mm orI-0.09,ⅠⅠ-0.10,ⅠⅠⅠ-0.33,

IVl0.15,V･0.13+0.02mm;usualscnsoriapresent

ondista12articles.

Legs-Femoradarkyellow, onapicesdarker.

Tibiaeofforeatldmidd一elegspalelyellowish

brown,buthindlegspaleyellow;tarsiycllowi主h

brown.Legsrather long,hairy.Tarsiof2

segments.clawslightlycurved.

Cornicles.-Absent.

cauda.･Yellowish bro'wn, rounded, clothed

withveryshorthairs.

Genitalplate.-Yellowishbrown,roundedwith

90to100shorthairs.

Measuremcnts.･Body length2.18,bodywidth

1.53,antennasixsegments0.93,fivesegments

0.82,rostrum 0.81,hindfemor0.62,hindtibia

Fig.4. FolldahクrLLkawaisp.nov/

Apterousviviparousfemalc･ATbody,B-antenna(Fivesegments),C-antenna(sixseg叩entS),
DICauda.E-waLXglandenlarged,F-head,G-genitalplate,H･hindtarsus,I-rostrum.
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0,81,hindtarsus0.21,claw0.(応,cauda0.21mm.

Hostplantsanddistribution.-OryェαSaLL'vaL.:

sakaiandHorigome-Machi,Saio･city,Toch三gト

Pref.andOmama-Machi,_Gumma-Pref.

Holldeum vulgweL.:Sakaiand､Horigome-

･Machi,San°-City,Toclligi-Pref.

Remarks.･IcollectedtIlisspeciesontlleroots
oEupland riceLin tlle nestsOfTeEramoTium

caespitumJacotiWheelerandLasL'usnigernz'ger

(Linn色).､ThewriterexpresseshisgratitudetoDr･

.E.0.Essig forhisunstinted he一psand his
permissionto■describethisspecies･･

-本矧 ま1954年4月,栃木県安蘇地区病害虫祝祭貝小

針亭省串が佐野市界町のオオムギ畑を調査中,その根

に多数の大きなアjラムシを発見し通知して来たので

'由地調査を行った処,約2畝のど-ル麦に寄生を認め,

特に約10坪は寄生が多かった.そこで試験的に一部へ

陸稲を間作した処,陸稲ではオオムギ以上に繁箔し秋

迄除いた∴1955年には同地では本樫の寄生を認めなか

ったが,5月佐野市輔米町のオオムギに広範囲に亘つ

･ て寄生Ltいるのを発見,同年7月には群馬県大間々

町でも陸稲に多数寄生しているのを発見した.1956年

!こは佐野市界町で6月,堀米町では10月夫々陸稲に寄
生しているのを確認した.

本種の有辺個体,両性個体及びこれらの幼虫は1匹

も未だ発見されていない.本種はアー')との共抜生活が

日 本 産 陸 稲 板 ア ブ

密接らしく本位の寄生部位にはアJ)が群睦していた.

本位に多数寄生され7こイネやオオムギは著しく根を

害され,この為地上部への恋彫響は著しいもののよう

である.

日本に於ける陸稲板アナラムシの分布

陸稲根アプラムシの分布についての従来の資料は冬

疎を混同したものが多く確実姓に乏しい.筆者は日本

に放ける柾頬と分布を知る為,陸稲栽培両税の広い地

方の地域及び府県正員菜試験場に棟木の採班を依頼し,

誹旧 した結果は第5図の通りである.1

摘 要及び結論 ､

従来混同していた陸稲根アプラムシの種類をキビク

ビレアプラムシRhopalosiphon♪adt'(Linne),ミズ

キヒラタアプラムシAnoeciacorniFabricius及び

ニレノフシアプラムシ､BTySOCJつやtaulmiLinneの

3種に整理し,これらの3樫の有∃乱 無磁両胎生雌の

■記載を行?た.

栃木,群馬両県下で発見された陸稲の根に寄生する

アプラムシを新種として発表して FoTldaharukawai∫
Tanakaハルカワネアプラムシと命名した.

この結果,日本に於ける陸相板アプラムシは4樫と

な?たが,これら4畦の簡単71検索表を琴け分殻を俊

にした.

ラ ム シ の 検 索 表

l/
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Fig.5.Geographicdistributionoftheupland-
riqerootaphidsinJapan Upperfigure:

detailedillustrationofthesamein_Gumma

andTochigiPrefectures. ● Rhopalost'Phon

padE'L.,◎ AnoeciecornL'Fab･,oB,yso-
cTyPEaulmi.L., ㊨ FoTldaharLLkawaL'
Tanaka.

陸稲根アプラムシ4位の日本に放ける分布を調査し
た結果,キビクビレアプラムシは関東以西に,ミズキ

ヒラタアプラムシ,ごレノフシアプラムシは関東各都

LEt,{下に,ハルカワネアプラムシは栃木,群馬両氏下の

較良擬川沿岸の数ヶ所で発見された.

陸稲根アブラムシ4超の地下は息型の寄主植物を明

らかにした.
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Theearliestdefiniterecordoftheup一and-rice

rootaphidsinJapanwaspub一ishedbySaSaki

(1899).HisTo30j･Lera､rufiabdomL'nL7'l''sispro-

bab一yamisidentificationoERhopaZosJ'L,hopPadL

(L.)andhisSchz'3Wneurafulviabdoml'nalz'sand

S.nigrt'abdominalL'sappeartobethesamespecies

asAnoea'acomiFab.andBTySOCIYPtatLllnL'L
respectively.Besidesthese3species, I could

collectaflewSubterraneatlrootaphidinjurious

totheupland･riceinJapan.Therefore,hereI

recordedtheresultsofthemorphologicaland

taxonomical-studies,witha key to theseFour

species∴

Tllefoodplantsofthesubterraneanformsof

thesefourspecieslenJapan苧reaSfollows:

RhopalosLIphoTZPadi(L.): OT3･3W Salt'vaL.～
AgropyruTn Sem''cosEatum Ness., A. cilia'le
Franch.,HoTldeutnVulglweL.,Trt'ELIcumspp.,

DL'gl'taria;L'lE'arL'sPers.,PanL'culnCrlfSgaZliL.,

●175
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･PennisiiunりOPonz'cIL′′lTiin.;Aloj,eCulusaequalE's
Sobol.
-■●
AnoecL'acorlZiFab.:･013,ZaSalivaL.,Hol･一一

deuあ vulgwe-L.,>TrL'tlcum spp., PanL'cum

CrtisgallL'L., Miscanthus-sZnensisAnders5.,

1mperataのlindrLcaBead.var.KoenlgiZDur.･

etSchinz.,AgTVPyrum semicosLatum Ness.,

､DL'gfLarLaciliarisPers.

･･BTySOCT3やEaulmiL/.･ OTy3u Saliva L.,

■ HodeumvulgweL./Tl･LLlaLmSPp., Pa7u'cLLm

/
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CrusgalfE'L,AgrojyrLLlnSemZ'C?SLaEum Nes5･,
SeEarL'avL'n'disBeauv.',S.luEescensHubbard,

Dt'gt'tEariact'liarLIsPers.,EleusineindicaGaertn.,

PennisetLLmJaPont'cumTrin.,)mj,eraLaLylindrLca

Beauv., Z(ツSia Japonica.Stelld., Alopec〟lus

JaponicusSteud.,PhleumpraienseL.,Agrostls

LMatsumu;u Hack‥EragrosEL:sferrug''neaBcauv.,
'E.NL'wahokoriHonda/ ■

'Fo,daha'yLka甲aL'Tanaka‥?,yj;aSatE'vaL･,
-HolldeumvulgweL.

.On thetncrcnlelItOfSjzcofFaecalPclletSfoIIowin貞 the.GrowthinLarvaofllle＼
GypsyMotJl,LymaわErt'adisparL Prob一emsontheBreedingofInsectsforBiologicalAssay
of'Insecticides･ⅩⅤ Ⅰ-*ISumioN.agasawa(TakとiLabor.a.tory,Institu!e,forChemi占alResearch,
KyotoUpiversity,Takntsuki,Oh昌aka).ReceivedNov.23,1956.BoLyu･Kagaku,22,176-182,

1957. ′

1かんする諸問題 第16報 長沢純夫 (京都大学 化学研究所 武田研究室)31.ll.23受理

暴川 先生 は, 与の学 問の通 に生態 をゆf='ね よ うJと したわ た くLを, 最 初

の 日か ら今 日にい た るまでの長 い年 月, つ ね に正 しい し.るべ をあた えて

あたため:く13導 き下 さっ た･ この たび舌稀 の 賓 を控 えられ るに あた り,

この′′ト文 む ささげ て心か らな るお祝 い と感謝 を申上げ る次 第 であ る.

.-札幌産マ1マイガの雄の成虫を. 一定の環境条件下でケヤキの非をあ1:えて飼育し, 排液された糞

の最大幅を測定,･そq)結果にもとづいて糞形のEj問,および令期間における増大様相を検討した.

.測定値の対数値の日間の増大桜掛 声ひと?の曲線関係をしめしたが, 令期間における増大過程はgl

略のそれと相対的に全くひとしい2分きれた直線関係をしめした･ 少くとも千日間に排治されT=琴
の大きさの平均値'をもってするならば, その糞の屈する令期の決定は可経でiぁる.

:so･Called 'LKoprometrie" which aimsatthe

estimationloftherまteofdevelopmentofnoxious

insectsorthatofthedamagebyuti一izingvariollS

figuresobtainedfrom tllefaecalp311etssuch as

weight,size,Shape,co1011rOrnumberpertime

andareahasbeenespeciaHydeve一opedinthefield

offorestentomologywheredirectobservationof

thedeve一opmentofnoxiousinsectsortlledamages

duetotllemarerelative一y.difficulttoperform.

InordertofllrnisIlfundamentalknowledgeson

theprob一emsofbreedingofinsectsforbiological

assayofinsecticides,thewriterlll15Jcarriedollt

themeasurementsofwidth,ofheadcapsuleof

some Lepidopterou? insects,_atld tried in a

previous paper to representthe re一ation of

*Supported (in-part)byaLGrantinAidfor
rFundamental Sci占ntific-Research from tile

Ministryof◆Education(56161217).
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log-widtl10日leadcapsuletoinstarnumbersby

the一inearequationofDyarり or th占quadratic

equatiopofGaines:andCampben4).rnthepresent

paper,thewriterwishestodestribetheresult

ofan experimentwhich wasconductedtostudy

wllethertIlere一ationfoundinthe.growthoftile

sclerotizedheadcapsuTeisalsoobservableinthe

incrementofwidthoffaecalpel一etsandtodiscllSS

onthepossibilityofdeterminationofinstarby

thesizeoffaecalpellets. Here, the writer

wishestoexpresslュissinceretllankstoProLS.

Takciand Prof.M･Ohno fortheirhelp.ful

encolユragement.He王S●alsoindebtedtoProf.C.

Harukawafortherrevisionofthismanuscripr.

Mater)'alandAIethod

Thcmaterialused王nthisexperimentwasthe

laecalpelletsofama一elarvaofthegypsymo山

＼_一■


